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な
い
」、
駅
で
は
「
元
々
主

任
も
い
な
い
駅
職
場
だ
っ
た

の
で
、
そ
の
時
期
か
ら
勤
務

作
成
に
携
わ
り
、
主
務
職
に

な
っ
て
も
業
務
内
容
は
変
わ

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
主
務
職
発
令
で
職
場
が

変
わ
っ
た
と
い
う
工
場
か
ら

の
報
告
で
は
、「
国
労
組
合

員
で
は
配
属
さ
れ
な
い
と
言

わ
れ
て
い
た
職
場
に
配
属
と

な
り
、
今
は
課
題
よ
り
仕
事

を
覚
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ

て
い
る
」、
主
務
職
で
組
持

ち
と
な
り
２
年
目
を
迎
え
た

参
加
者
か
ら
は
「
要
員
不
足

か
ら
、
現
場
の
仕
事
を
し
な

が
ら
事
務
所
で
の
仕
事
を
こ

な
す
毎
日
で
、
持
ち
帰
り
残

業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
」
と

い
う
厳
し
い
実
態
も
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

に
教
育
担
当
が
中
心
業
務
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
労
組
合

員
の
主
務
職
合
格
者
は
３
年

間
で
○
○
名
に
達
し
、
以
前

の
助
役
職
試
験
合
格
者
と
合

わ
せ
、
約
○
○
名
が
主
務
職
、

助
役
職
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
「
交
流
会
」
に
は
、

主
務
職
○
○
名
、
助
役
職
○

名
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

業
務
内
容
や
、
ど
の
よ
う
な

課
題
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
か

な
ど
、
情
報
交
換
と
共
有
化

を
図
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
業
務
内
容
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
参
加

者
が
主
任
時
代
と
同
じ
業
務

を
担
っ
て
い
る
と
の
報
告
が

さ
れ
ま
し
た
。
設
備
関
係
で

は
「
筆
頭
主
任
か
ら
主
務
職

の
発
令
を
受
け
た
の
で
、
業

務
内
容
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
た

「
主
務
職
交
流
会
」
が
７
月

５
日
、
さ
い
た
ま
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
２
年
４
月
１
日
か

ら
新
人
事
・
賃
金
制
度
が
導

入
、
新
し
い
職
名
と
し
て

「
主
務
職
」
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。「
主
務
職
」
は
助
役

職
と
主
任
職
の
中
間
に
位
置

し
、
役
割
は
管
理
職
と
同
様

で
す
が
、
人
事
権
を
持
た
ず
、

一
般
職
の
最
上
位
と
し
て
主

　

管
理
者
の
対
応
と
し
て
、

「
国
労
組
合
員
だ
か
ら
と

い
っ
て
特
別
扱
い
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
が
、
気
を
使
っ
て

く
れ
る
」、「
私
が
国
労
の
副

分
会
長
な
の
で
、
主
務
職
の

立
場
で
入
手
し
た
情
報
の
取

扱
い
に
気
を
つ
け
る
よ
う
に

と
駅
長
か
ら
言
わ
れ
た
」
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

主
務
職
に
負
わ
さ
れ
た
課

題
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の

参
加
者
が
若
手
教
育
と
技
術

継
承
を
や
る
よ
う
に
言
わ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

主
務
職
に
な
っ
て
感
じ
る

こ
と
で
は
、「
国
労
組
合
員

で
も
主
務
職
に
合
格
で
き
る

こ
と
を
証
明
し
た
く
て
受
験

し
た
」、「
国
労
組
合
員
の
主

務
職
と
し
て
背
中
を
見
せ
る

こ
と
で
、
組
織
拡
大
に
も
貢

献
で
き
る
の
で
は
」、「
国
労

組
合
員
で
主
務
職
に
な
れ
て

本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
」

等
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
報
告
を
踏
ま
え

て
、
武
田
組
織
部
長
の
ま
と

め
で
交
流
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
政
府
は
新
し
い
成
長
戦
略
の
素
案
を
提
示
、
そ
の
中
に
は
、
賃
金
を
時
間
で
は

な
く
成
果
で
評
価
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
制
度
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

働
き
す
ぎ
に
歯
止
め
が
き
か
な
く
な
る
事
、
適
用
対
象
者
は
限
定
的
で
す
が
、
一
度
導
入
さ
れ

れ
ば
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
大
変
な
問
題
で
す
。
反
対
の
声
を
！　

　

今
号
は
①
主
務
職
交
流
会
、
②
水
戸
地
本
分
会
代
表
者
会
議
及
び
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会
、

③
東
京
地
本
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
結
成
総
会
、④
東
日
本
運
協
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
、と
し
ま
し
た
。

　

７
月
26
日
、
水
戸
地
方
本

部
の
第
４
回
分
会
代
表
者
会

議
及
び
第
３
回
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
交
流
会
が
午
前
・
午
後

通
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
本
部
の
武
田
組
織

部
長
か
ら
組
織
に
関
わ
る
報

告
を
行
っ
た
の
ち
、
水
戸
地

本
菊
池
委
員
長
よ
り
「
組
織

拡
大
に
全
力
を
上
げ
、
そ
の

結
果
を
地
方
本
部
大
会
に
持

ち
寄
ろ
う
。
本
日
は
、
全
国

大
会
・
東
日
本
本
部
大
会
に

向
け
た
意
見
集
約
と
し
た

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

分
会
代
表
者
会
議
で
は
、

福
島
第
一
原
発
事
故
に
関
わ

る
空
間
線
量
の
問
題
、
駅
で

の
技
術
継
承
の
問
題
、
貨
物

会
社
の
賃
金
抑
制
問
題
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
大
会
に
意
見
反
映
す
る
旨

の
回
答
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
交
流
会

で
は
、
自
己
紹
介
と
職
場
・

仕
事
の
悩
み
な
ど
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
仲
間

は
「
中
吊
り
広
告
の
減
少
に

伴
う
仕
事
減
で
要
員
が
減
少

し
て
い
る
が
業
務
は
ギ
リ
ギ

リ
。
冬
は
詰
め
所
に
ス
ト
ー

ブ
が
な
く
、
寒
け
れ
ば
電
車

に
居
ろ
と
言
わ
れ
る
」、
保

線
関
係
の
Ｐ
会
社
で
は
「
線

閉
の
採
り
方
の
疑
問
」「
月

13
回
も
の
夜
勤
」「
連
夜
勤

務
も
あ
る
」
な
ど
の
問
題
点

も
指
摘
。
公
園
管
理
業
務
の

仲
間
か
ら
は
「
放
射
線
の
対

策
」
な
ど
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
じ
て
、
遠
距
離
通
勤
の

問
題
や
い
く
ら
働
い
て
も
年

金
減
額
に
な
る
だ
け
、
な
ど

の
報
告
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
水
戸
地
本
赤

沼
書
記
長
よ
り
、「
出
さ
れ

た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
上
申
す
る
も
の
は
行
い
、

地
方
で
解
決
で
き
る
も
の
は

取
り
組
む
」
と
、
集
約
さ
れ

ま
し
た
。
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７
月
16
日
、
国
労
東
京
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
連
絡
会
の
結
成
総
会

が
東
京
地
本
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

結
成
総
会
は
、
粉
川
準
備

会
事
務
長
（
神
奈
川
地
区
本

部
）
の
司
会
で
始
ま
り
、
武

田
準
備
会
長
（
大
宮
地
区
本

部
）
は
挨
拶
で
、「
６
月
４

日
に
連
絡
会
結
成
に
向
け
準

備
会
を
発
足
し
、
こ
の
間
２

回
の
準
備
会
を
行
っ
て
き

た
。
何
故
今
ま
で
な
か
っ
た

の
か
と
思
っ
て
き
た
が
、
本

日
の
総
会
を
職
場
に
渦
巻
く

要
求
集
約
か
ら
改
善
に
向
け

た
出
発
点
に
し
よ
う
」
と
、

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

東
京
地
本
か
ら
は
鎌
田
委

員
長
が
出
席
し
、「
Ｊ
Ｅ
Ｓ

Ｓ
発
足
か
ら
１
年
以
上
が
経

過
す
る
中
、
労
働
条
件
に
関

す
る
問
題
等
多
く
の
意
見
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
５

月
１
日
に
は
、
労
使
間
協
約

も
締
結
さ
れ
、
新
た
な
出
発

点
と
し
て
今
日
以
降
、
上
部
・

連
絡
会
と
連
携
を
は
か
り
運

動
を
進
め
る
」
と
、
挨
拶
し

ま
し
た
。
来
賓
で
は
、
東
日

本
本
部
の
佐
藤
書
記
長
が
、

こ
の
間
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
会
社
と

の
経
過
報
告
と
合
わ
せ
、「
乗

務
員
職
場
以
外
の
委
託
化
の

流
れ
は
深
度
化
す
る
と
見
て

間
違
い
な
い
。
今
後
、
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
会
社
と
の
協
議
が
始
ま

る
が
、
ど
れ
だ
け
の
改
善
、

結
果
を
出
せ
る
の
か
は
今
後

の
運
動
に
よ
る
。
東
日
本
本

部
と
し
て
も
、
プ
ロ
パ
ー
社

員
の
組
織
を
ど
う
増
や
す
の

か
、
連
携
を
取
り
進
め
た
い
」

と
、
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
準
備
会
よ
り
、「
経

過
及
び
機
関
方
針
」・「
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
連
絡
会
の
任
務
と
役

割
」
を
提
起
し
た
後
に
全
体

交
流
を
行
い
、「
駅
遠
隔
操

善
に
向
け
た
交
渉
の
場
の
必

要
性
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
技
術
継
承
問
題
」
で
は
、

営
業
職
場
か
ら
車
掌
に
な
っ

て
行
く
た
め
腰
を
据
え
た
教

育
が
出
来
な
い
、
異
常
時
の

入
れ
換
え
の
対
応
が
若
手
に

は
中
々
出
来
な
い
な
ど
今
後

は
５
〜
10
年
ス
パ
ン
で
輸
送

の
プ
ロ
を
育
て
て
い
く
よ
う

会
社
に
求
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
エ
ル
ダ
ー
問
題
」
で
は
、

賃
金
減
額
の
一
方
で
業
務
量

が
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
働
く

職
場
も
少
な
く
広
域
な
移
動

に
な
っ
て
い
る
実
態
、
年
金

の
61
歳
の
問
題
も
有
り
、
65

歳
ま
で
安
心
し
て
働
き
続
け

ら
れ
る
状
況
を

作
る
こ
と
が
大

事
、
と
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
組
織
拡
大
」

に
つ
い
て
は
、

若
手
社
員
と
の

関
わ
り
作
り
や
、

日
々
の
働
き
か

け
が
拡
大
に
繋

が
っ
た
、
新
採

に
考
え
る
時
間

を
与
え
る
こ
と

が
出
来
、
そ
れ

が
信
頼
に
繋
が

り
加
入
し
て
も
ら
え
た
、
等

の
報
告
が
有
り
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
差

別
の
な
い
職
場
を
作
る
こ
と

が
国
労
の
運
動
で
あ
る
と
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
東
日
本
大
震
災
か

ら
３
年
が
経
過
し
て
い
る

が
、
避
難
者
26
万
人
、
未
だ

続
く
浄
化
装
置
の
ト
ラ
ブ
ル

や
高
濃
度
の
汚
染
水
事
故
と

相
次
ぐ
問
題
に
対
し
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
の
転
換
と
原
発

再
稼
動
阻
止
に
向
け
、
国
民

的
運
動
と
し
て
発
展
さ
せ
て

い
く
事
を
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で

確
認
し
合
い
、
盛
岡
運
協
の

小
野
寺
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ウ
で
終
了
し
ま
し
た
。

作
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
だ
け
の
問
題
で
は
な

い
が
、
取
り
組
み
を
」、「
４

月
に
変
更
に
な
っ
た
プ
ロ

パ
ー
社
員
の
ル
ー
ル
の
見
直

し
は
、
社
員
間
の
差
別
を
生

む
制
度
で
あ
る
。
ま
た
、
福

利
厚
生
は
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
に

ふ
さ
わ
し
い
制
度
に
」、「
要

員
配
置
な
ど
は
駅
収
入
や
乗

降
人
員
に
見
合
っ
た
配
置

を
」（
北
小
金
駅
）、「
組
織

体
制
に
つ
い
て
班
で
は
横
の

つ
な
が
り
が
持
て
な
い
。
分

会
体
制
を
」「
エ
リ
ア
エ
キ

ス
パ
ー
ト
社
員
が
導
入
さ
れ

た
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
間
の

格
差
が
生
じ
る
！
」「
プ
ロ

パ
ー
、
エ
ル
ダ
ー
問
わ
ず
、

守
る
組
織
作
り
が
必
要
、
委

託
職
場
の
労
働
条
件
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
に
も
踏
ん

張
り
ど
こ
ろ
」（
矢
向
駅
）「
プ

ロ
パ
ー
社
員
は
様
々
な
意
見

を
持
っ
て
い
る
。
要
求
獲
得

に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」（
鹿

島
田
駅
）、「
委
託
に
よ
る
体

制
変
更
で
夜
間
、
早
朝
が
一

人
勤
務
に
。
ま
た
、
管
理
者

が
不
在
に
な
り
車
い
す
、
多

売
期
対
応
な
ど
で
問
題
が
発

生
。
今
後
、
職
場
で
出
来
る

問
題
と
交
渉
に
上
げ
る
問
題

を
整
理
し
取
り
組
み
た
い
」

（
八
王
子
み
な
み
野
駅
）
な

ど
の
発
言
が
出
さ
れ
、
東
日

本
佐
藤
書
記
長
、
東
京
地
本

松
川
書
記
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
関
わ
る
部
分
に
つ
い
て
答

弁
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
最
後
に
、
武
田
会

長
（
大
宮
地
区
本
部
）、
徳

永
（
上
野
支
部
）・
車
塚
（
上

野
支
部
）
両
副
会
長
、
粉
川

事
務
長
（
神
奈
川
地
区
本
部
）

に
加
え
、
各
エ
リ
ア
か
ら
の

幹
事
役
員
５
名
を
選
出
し
終

了
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
運
輸
協
議
会
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
が
、
７
月

22
・
23
日
に
田
沢
湖
高
原
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
56
名
が

参
加
し
、
東
北
で
抱
え
る
課

題
と
組
織
拡
大
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
秋
田
運
協
の

山
本
議
長
の
挨
拶
に
始
ま

り
、
地
元
秋
田
地
本
後
藤
書

記
長
の
挨
拶
、
東
日
本
本
部

松
井
委
員
長
、
東
日
本
本
部

運
協
廣
瀬
議
長
か
ら
情
勢
と

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
分
科
別
に
営
業
１

（
大
駅
）・
営
業
２
（
小
駅
）・

車
掌
・
構
内
に
別
れ
、
各
職

場
で
の
問
題
や
実
態
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
各
分
科
の
ま

と
め
を
行
い
、
全
体
会
議
で

代
表
が
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
「
労
働
条
件
問
題
」
で
は
、

業
務
委
託
が
進
む
中
で
の
異

常
時
の
対
応
問
題
、
一
人
作

業
職
場
が
多
く
休
憩
も
取
れ

な
い
実
態
、
車
掌
の
車
両
入

れ
換
え
問
題
、
構
内
作
業
服

の
改
善
、
女
性
社
員
の
職
場

環
境
問
題
等
報
告
が
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
地
方
で
出

向
会
社
の
問
題
が
多
く
、
改


